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◎
　
二
〇
二
一
年
度
大
会
（
二
〇
二
一
年
七
月
三
一
日
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
大
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

（
Z
o
o
m
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
研
究
報
告
】

倉
田　
　

守
「
天
保
・
弘
化
期
に
お
け
る
加
賀
藩
の
海
防
政
策
」

朝
山　

明
彦
「
明
代
中
期
の
関
羽
信
仰
─
呂
柟
を
中
心
に
─
」

鈴
木　

山
海
「
一
七
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
帝
国
裁
判
権
と
学
識
者
─
ヘ
ル
マ

ン
・
コ
ン
リ
ン
グ
（
一
六
〇
六
─
一
六
八
一
年
）
の
事
績
を
中

心
に
─
」

許　
　

開
軒
「
近
世
江
戸
に
お
け
る
鳥
類
利
用
─
市
谷
本
村
町
遺
跡
・
四
谷
一

丁
目
遺
跡
出
土
動
物
骨
の
検
討
か
ら
─
」

【
講　
　

演
】

梅
村　

尚
樹
（
東
洋
史
学
研
究
室
）

　
　
「
宋
代
士
大
夫
研
究
の
現
状
と
史
料
の
問
題
」

國
木
田　

大
（
考
古
学
研
究
室
）

　
　
「
自
然
科
学
で
探
る
土
器
の
発
明
と
そ
の
使
用
法
」

◎
　
二
〇
二
一
年
度
総
会
（
二
〇
二
一
年
七
月
三
一
日
）

　

大
会
に
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
総
会
で
、
北
大
史
学
会
の
委
員
・
会
計
監

査
が
以
下
の
よ
う
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

［
委　
　

員
］�

小
倉
真
紀
子
・
梅
村
尚
樹
・
長
谷
川
貴
彦
・
村
田
勝
幸
・
國
木

田
大
・
吉
田
拓
矢
・
富
士
貴
央
・
長
瀬
篤
音
・
守
屋
豊
人

［
会
計
監
査
］
白
木
沢
旭
児

　

次
に
二
〇
二
〇
年
度
の
会
計
報
告
が
行
な
わ
れ
、
以
下
の
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

Ⅰ
．
収　

入

前
年
度
繰
越
金�

一
、〇
〇
二
、三
一
七
円

二
〇
二
〇
年
度
収
入�

五
四
四
、〇
〇
四
円

（
内
訳
）会

費�

五
一
一
、〇
〇
〇
円

広
告
代
（
北
大
出
版
会
）�

五
、〇
〇
〇
円

会
誌
販
売
代
金�

八
、〇
〇
〇
円

寄
附
金�

二
〇
、〇
〇
〇
円

銀
行
口
座
利
息�

四
円

合
計�

一
、五
四
六
、三
二
一
円

Ⅱ
．
支　

出

二
〇
二
〇
年
度
支
出�

二
四
一
、五
一
一
円

（
内
訳
）

『
北
大
史
学
』
六
〇
号
・『
史
筵
』
一
八
号
出
版
費
用

（
印
刷
代
お
よ
び
振
込
手
数
料
）�

二
〇
七
、九
〇
〇
円

郵
送
費
（『
北
大
史
学
』・
会
費
請
求
書
等
）�

一
七
、〇
四
六
円

交
通
費
（『
北
大
史
学
』
発
送
時
の
駐
車
場
代
）�

一
、〇
〇
〇
円

彙　

報
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
サ
ー
バ
ー
レ
ン
タ
ル
料�

六
、七
六
五
円

事
務
費
用
（
封
筒
印
刷
代
）�

八
、八
〇
〇
円

次
年
度
繰
越
金�

一
、三
〇
四
、八
一
〇
円

合
計�

一
、五
四
六
、三
二
一
円

◎
　�

二
〇
二
〇
年
度
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
発
表
会

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
日
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
卒
論
・
修
論
発
表
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
（
Z
o
o
m
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
卒
業
論
文
発
表
】

佐
藤
み
ず
き
「
大
正
期
外
務
省
の
「
対
外
宣
伝
」」

彦
山　

明
志
「
元
朝
初
期
に
お
け
る
山
東
の
投
下
領
に
関
す
る
一
考
察
」

林　
　

康
祐
「
公
民
権
運
動
以
降
の
黒
人
文
化
を
め
ぐ
る
せ
め
ぎ
合
い
─
ア
ル

バ
ー
ト
・
マ
レ
ー
の
著
作
を
中
心
に
─
」

【
修
士
論
文
発
表
】

三
浦　

一
将
「
満
洲
事
変
と
中
国
人
有
力
者
─
張
学
良
政
権
と
中
国
東
北
在
地

社
会
─
」

西
川　
　

達
「
初
期
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
に
お
け
る
不
信
仰
論
の
特
質
─
ク
ト
ゥ

ブ
と
フ
ダ
イ
ビ
ー
の
思
想
比
較
か
ら
─
」

高
畴　

洋
希
「
一
九
世
紀
ル
イ
ス
島
に
お
け
る
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

─
内
部
移
住
政
策
と
そ
の
歴
史
的
意
義
─
」

◎
　
二
〇
二
〇
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
学
士
論
文
題
目

【
日
本
史
学
研
究
室
】

●
博
士
論
文

相
庭　

達
也
「
明
治
期
北
海
道
に
お
け
る
戦
争
と
慰
霊
」

北
山　

祥
子
「
建
国
神
話
の
政
治
学　

─
檀
君
神
話
を
中
心
に
─
」

木
村　
　

聡
「
連
合
艦
隊
論
」

鈴
木　
　

仁
「
樺
太
に
お
け
る
郷
土
文
化
の
形
成
と
展
開
」

孫　
　

雨
涵
「
在
奉
天
総
領
事
か
ら
見
た
土
地
商
租
権
問
題
─
榊
原
農
場
事
件

を
中
心
に
─
」

楊　
　
　

茜
「
対
華
21
ヵ
条
を
め
ぐ
る
中
日
両
国
の
交
渉
─
山
東
問
題
を
中
心

に
─
」

●
修
士
論
文

五
十
嵐
諒
子
「
丸
山
遊
女
と
「
唐
人
阿
蘭
陀
人
」
の
子
ど
も
」

尹　
　
　

伊
「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
華
中
占
領
地
の
食
糧
問
題
」

亀
田　

侑
美
「
幕
末
期
に
お
け
る
内
海
船
の
買
積
経
営
」

菊
地　

良
介
「
古
代
中
世
の
音
楽
官
司
別
当
職
」

邱　
　

士
懿
「『
台
湾
新
民
報
』
の
言
論
傾
向
に
関
す
る
研
究
」

橘　
　
　

宏
「
明
治
時
代
の
伝
統
仏
教
」

細
井　
　

史
「
本
田
勝
一
の
「
民
族
」
と
「
愛
国
」」

松
野　

宏
樹
「
中
世
に
お
け
る
土
地
相
博
と
そ
の
機
能
」

三
浦　

一
将
「
満
洲
事
変
と
中
国
人
有
力
者
」

森　
　

奎
介
「
永
禄
年
間
末
期
に
お
け
る
上
杉
氏
の
対
外
交
渉
と
軍
事
行
動
」

吉
田　

朋
生
「
安
永
・
天
明
期
に
お
け
る
松
前
藩
主
直
轄
領
と
場
所
請
負
制
」

●
学
士
論
文

井
川　

森
実
「
中
世
密
懐
法
の
考
察
」

小
澤　

宏
太
「
本
所
七
不
思
議
考
」

近
藤　

慧
和
「
日
本
古
代
に
お
け
る
蔭
位
制
に
つ
い
て
」

佐
賀　
　

健
「
兵
士
と
営
倉
」

佐
藤
み
ず
き
「
大
正
期
外
務
省
の
「
対
外
宣
伝
」」

鈴
木　

槙
雅
「
有
徳
銭
の
歴
史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
」
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高
橋　

弥
琴
「
日
本
古
代
に
お
け
る
律
令
制
と
祭
祀
」

武
田　

典
子
「
日
本
古
代
に
お
け
る
女
性
官
人
」

長
谷
川
拓
馬
「
藤
原
京
の
造
営
」

松
下　

壮
哉
「
戦
前
期
外
務
省
に
お
け
る
官
僚
制
の
展
開
」

山
内　

陸
矢
「
日
中
戦
後
の
中
国
残
留
日
本
人
」

【
東
洋
史
学
研
究
室
】

●
修
士
論
文

岸　
　

佑
香
「
漢
初
淮
南
国
と
淮
南
王
黥
布
の
挙
兵
」

西
川　
　

達
「
初
期
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
に
お
け
る
不
信
仰
論
の
特
質　

─
ク

ト
ゥ
ブ
と
フ
ダ
イ
ビ
ー
の
思
想
比
較
か
ら
─
」

西
嶋　

尚
義
「
ア
ン
ダ
ル
ス
の
占
星
術
師
像　

─
九
─
一
〇
世
紀
の
人
物
を
中

心
に
─
」

町
田　

太
志
「
前
秦
政
権
に
お
け
る
羌
族
の
位
置
づ
け
」

松
本
啓
太
郎
「
辺
疆
学
者
黄
奮
生
と
中
国
国
民
政
府
の
辺
疆
政
策
」

●
学
士
論
文

水
谷
柚
香
子
「
ウ
ル
第
三
王
朝
ド
レ
ヘ
ム
文
書
か
ら
見
る
熊
に
つ
い
て
」

出
野　
　

格
「
一
九
三
六
年
紅
軍
西
征
期
の
民
族
政
策
」

竹
渕　

啓
祐
「
東
省
特
別
区
に
於
け
る
中
東
鉄
道
権
益
回
収
運
動
」

彦
山　

明
志
「
元
朝
初
期
に
お
け
る
山
東
の
投
下
領
に
関
す
る
一
考
察
」

安
藤　

貴
尭
「
領
域
国
家
期
の
シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
国
家
ア
ダ
ブ
に
お
け
る
対
外

交
流
」

望
月
万
梨
乃
「
初
期
イ
ス
ラ
ム
時
代
の
女
性
表
象　

─
タ
ヌ
ー
ヒ
ー
（
九
九
四

年
没
）
著
『
座
談
の
粋
』
の
分
析
を
通
じ
て
─
」

【
西
洋
史
学
研
究
室
】

●
修
士
論
文

旦
尾　

尚
功
「
中
世
南
フ
ラ
ン
ス
の
カ
タ
リ
派
の
共
同
体
─
『Les fem

m
es 

cathares

』
を
読
ん
で
─
」

清
水　

康
宏
「
一
六
五
〇
年
代
の
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
公
国
と
ス
ペ
イ
ン
王
権
」

鈴
木　

亮
佑
「
ド
イ
ツ
国
王
ハ
イ
ン
リ
ヒ
（
七
世
）
の
王
国
統
治
─
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
分
析
に
よ
る
再
考
─
」

高
畴　

洋
希
「
一
九
世
紀
ル
イ
ス
島
に
お
け
る
ハ
イ
ラ
ン
ド
・
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

─
内
部
移
住
政
策
と
そ
の
歴
史
的
意
義
─
」

沼
前
広
一
郎
「
芸
術
家
に
よ
る
第
一
次
世
界
大
戦
の
表
象　

ジ
ャ
ン
＝
ミ
エ
ー

ル
・
ラ
ブ
ル
ー
ル
の
場
合
」

●
学
士
論
文

岡
本　

稜
大
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
内
戦
時
の
ボ
ス
ニ
ア
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
引
力
」

菅
野
あ
か
ね
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
が
革
命
祝
祭
に
込
め
た
意
図
と
そ
の
成
否
」

白
木　

憲
治
「
ロ
ー
マ
帝
政
期
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
恵
与
（
エ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ

テ
ィ
ズ
ム
）」

甲
斐
あ
か
ね
「
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
魚
食
文
化
」

小
林　

祐
介
「
ド
ム
ス
・
ア
ウ
グ
ス
タ
と
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
後
継
者
戦
略
」

林　
　

康
祐
「
公
民
権
運
動
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
黒
人
文
化
を
め
ぐ
る
せ

め
ぎ
合
い
」

佐
々
木
拓
也
「
一
四
世
紀
以
降
の
ペ
ス
ト
流
行
が
引
き
起
こ
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
社
会
的
影
響
に
つ
い
て
」

岩
永　

海
澄
「
古
代
ロ
ー
マ
の
属
州
ヒ
ス
パ
ニ
ア
に
お
け
る
皇
帝
崇
拝
─
エ
ミ

リ
タ
と
コ
ル
ド
ゥ
バ
の
事
例
か
ら
─
」

大
石　

実
和
「
ポ
ス
ト
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
女
性
表
象
」

佐
藤　

裕
季
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
帝
の
社
会
立
法
か
ら
み
た
古
代
ロ
ー
マ
の
女

性
像
」

太
田　

早
織
「
産
業
革
命
期
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
知
識
と
制
度
」
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東
川　

清
虎
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
死
刑
制
度
の
廃
止
」

齋
藤　

拓
海
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
を
め
ぐ
る
表
象
─
風
刺
画
を
題
材
に
し
て
─
」

山
本
壮
一
郎
「
産
業
革
命
期
イ
ギ
リ
ス
労
働
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
─
自
叙

伝
を
素
材
と
し
て
─
」

土
屋　
　

輝
「
一
九
世
紀
の
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
音
楽
文
化
と
施
設
」

三
浦　

桃
佳
「
古
代
ロ
ー
マ
の
食
料
供
給
政
策
」

渡
部　

春
妃
「
一
九
世
紀
ロ
シ
ア
帝
国
に
お
け
る
高
等
教
育
と
女
性
た
ち
」

【
考
古
学
研
究
室
】

●
学
士
論
文

中
村　

冬
吾
「
北
海
道
豊
浦
町
礼
文
華
遺
跡
に
お
け
る
石
器
の
研
究
」

永
野　

遼
太
「
縄
文
時
代
に
お
け
る
堅
果
食
の
研
究
」

溝
尻　

拓
郎
「
縄
文
後
晩
期
に
お
け
る
東
部
瀬
戸
内
の
植
物
利
用
の
変
遷
」

大
野　

彩
花
「
縄
文
文
化
に
お
け
る
貝
刃
に
つ
い
て
」

◎
　
研
究
室
便
り

〈
日
本
史
学
研
究
室
〉

　

今
年
度
の
日
本
史
学
研
究
室
は
、
教
員
六
名
、
共
同
研
究
員
三
名
、
専
門
研

究
員
六
名
、
博
士
後
期
課
程
七
名
、
修
士
課
程
九
名
、
学
部
生
五
四
名
、
大
学

院
研
究
生
一
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
十
月
一
日
現
在
）。
博
士
後
期
課

程
・
修
士
課
程
の
入
学
者
は
計
四
名
で
す
が
、
留
学
生
が
多
か
っ
た
近
年
の
傾

向
と
は
大
き
く
異
な
り
、
全
て
国
内
の
学
生
で
す
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
大
学
院
入
学
を
目
指
す
海
外
か
ら
の
研
究
生

の
受
け
入
れ
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
結
果
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

新
た
に
研
究
室
の
一
員
と
な
っ
た
学
部
二
年
生
は
一
九
名
で
す
。
本
研
究
室

で
は
、
毎
年
夏
季
休
業
期
間
中
に
学
部
二
年
生
を
対
象
と
し
た
研
修
旅
行
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
感
染
症
流
行
の
影
響
を
受
け
、
昨
年
度
に
続
き

今
年
度
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
旅
行
は
、
史
跡
を
訪
れ
、
ま
た
文
化
財

を
間
近
に
見
る
と
い
う
体
験
を
通
し
て
、
日
本
史
研
究
の
素
材
で
あ
る
史
資
料

が
現
在
ま
で
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
貴
重
さ
を
学
ぶ
と
共
に
、
本
を
め
く
る
だ

け
で
は
得
ら
れ
な
い
実
感
を
伴
っ
た
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
来
年
度
以
降
に
延
期
す
る
と
い
う
形
で
、
在
学
中
に
一
度
は
ぜ
ひ
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

授
業
に
関
し
て
は
、
昨
年
に
比
べ
教
員
も
学
生
も
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
慣
れ

て
き
ま
し
た
。
場
所
を
選
ば
ず
授
業
が
行
え
る
こ
と
に
利
点
を
見
出
す
向
き
も

あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て
大
学
と
い
う
「
場
」
で
自
分
が
い
か
に
多
く
の
こ
と
を

学
ん
だ
か
、
と
往
時
を
懐
か
し
く
思
う
教
員
に
と
っ
て
は
、
教
室
で
行
う
対
面

形
式
の
授
業
が
減
っ
た
た
め
に
共
用
研
究
室
に
足
を
運
ぶ
学
生
が
著
し
く
少
な

く
な
っ
た
こ
と
が
極
め
て
残
念
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
学
生
の
談
笑
が
絶
え
な
い

賑
や
か
な
研
究
室
、
と
い
う
の
が
、
ま
る
で
過
去
の
幻
の
よ
う
で
す
。

　

な
お
、
本
研
究
室
の
運
営
に
尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
務
補
助
員
の
川
本
愛

さ
ん
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
と
し
て
、
戸
澤
里
美
さ
ん
を
新
し
く
お
迎
え

し
て
い
ま
す
。
教
員
・
学
生
共
に
お
世
話
に
な
っ
た
川
本
さ
ん
に
、
こ
の
場
を

借
り
て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
小
倉
真
紀
子
）

〈
東
洋
史
学
研
究
室
〉

　

本
年
十
月
現
在
、
東
洋
史
学
研
究
室
は
、
教
員
三
名
、
大
学
院
博
士
課
程
五

名
、
修
士
課
程
二
年
生
二
名
、
一
年
生
三
名
、
学
部
四
年
生
七
名
、
三
年
生
四

名
、
二
年
生
三
名
に
加
え
、
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
一
名
の
計
二
十
八
名
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

昨
年
初
頭
頃
か
ら
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

は
、
こ
の
一
年
間
も
収
ま
る
兆
し
を
見
せ
ず
、
む
し
ろ
さ
ら
に
そ
の
脅
威
を
増

す
結
果
と
な
っ
た
。
授
業
を
は
じ
め
大
学
や
研
究
室
で
行
わ
れ
る
様
々
な
活
動
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も
引
き
続
き
強
い
制
約
を
受
け
、
平
常
を
取
り
戻
す
見
通
し
は
全
く
た
っ
て
い

な
い
。

　

と
は
言
え
、
当
初
は
右
往
左
往
、
あ
る
い
は
終
息
を
期
待
し
て
の
様
子
見
で

あ
っ
た
我
々
も
、
急
速
に
こ
の
状
況
に
適
応
し
、
少
な
く
と
も
表
面
上
は
ほ
ぼ

全
て
の
業
務
や
活
動
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
滞
り
な
く
行
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。

例
え
ば
本
研
究
室
の
重
要
な
活
動
で
あ
る
「
東
洋
史
談
話
会
」
も
、
昨
年
十
月

に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
年
の
六
月
・
八
月
に
も
行
っ
て
、
従
来
通
り
の

定
期
的
な
開
催
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
ま
た
卒
論
・
修
論
構
想
発
表
会
や
、
一

年
生
を
対
象
と
し
た
研
究
室
説
明
会
な
ど
も
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
長
ら
く
停
止
さ
れ
て
い
た
海
外
へ

の
留
学
も
、
博
士
課
程
在
籍
の
高
橋
稜
央
さ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
へ
渡
る
な
ど
、
世

界
的
に
見
て
も
状
況
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
「
東
洋
史
談
話
会
」
の
運
営
は
大
学
院
生
が
主
体
で
あ
る
し
、
他
の
各
種
行

事
も
大
学
院
生
ら
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
昨
年
は
新
た
な
状
況
へ
の

対
応
に
追
わ
れ
、
研
究
室
を
維
持
運
営
し
て
い
く
に
も
細
か
な
部
分
で
混
乱
を

き
た
し
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
院
生
・
学
生
が
主
体
的
に

立
て
直
し
に
尽
力
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
徐
々
に
研
究
室
ら
し
さ
が
戻
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
か
つ
て
は
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
懇
親
会
な
ど
は
、
い
ま
だ
ほ
ぼ

皆
無
で
あ
る
。
今
年
の
八
月
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
懇
親
会
を
初
め
て
試
み
、

メ
ン
バ
ー
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
機
会
を
持
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
研
究
室
に
馴

染
む
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
学
部
生
な
ど
に
と
っ
て
は
、
な
か
な
か
打
ち
解

け
づ
ら
い
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
く
に
三
年
生
以
下
は
、
こ
れ
ま
で
学

生
生
活
の
ほ
と
ん
ど
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
進
行
し
、
大
学
や
研
究
室
の
持
つ
重
要

な
要
素
を
あ
ま
り
経
験
で
き
な
い
ま
ま
で
い
る
。
研
究
室
に
と
っ
て
も
、
世
代

に
よ
る
分
断
な
ど
が
将
来
危
惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
祈
り

つ
つ
も
、
今
後
の
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。�

（
文
責
：
梅
村
）

〈
西
洋
史
学
研
究
室
〉

　

二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）
度
の
西
洋
史
学
研
究
室
で
は
、
九
月
末
の
時
点

で
、
二
年
生
が
一
四
名
、
三
年
生
が
一
四
名
、
卒
論
提
出
年
次
生
が
一
八
名
、

修
士
課
程
に
四
名
、
博
士
課
程
に
二
名
、
専
門
研
究
員
が
三
名
と
い
う
状
況
に

な
っ
て
お
り
、
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
員
は
、
砂
田
徹
、
山
本
文

彦
、
長
谷
川
貴
彦
、
村
田
勝
幸
、
松
嶌
明
男
の
五
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
教
育
と
研

究
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
山
本
文
彦
教
授
が
、
理
事
・
副
学
長
と
し
て
大

学
の
執
行
部
に
加
わ
り
、
ご
尽
力
を
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
、
西
洋
史
学
研
究
室
に

お
い
て
も
、
甚
大
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
会
議
が
主
流
と

な
り
、
な
ん
と
か
基
本
的
な
授
業
や
行
事
な
ど
は
こ
な
し
て
お
り
ま
す
が
、
研

究
室
に
立
ち
入
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら
ず
、
日
常
的
な
交
流
も
難
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
日
常
へ
の
復
帰
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
間
の
研
究
成
果
と
し
て
は
、
長
谷
川
貴
彦
ほ
か
編
『「
生
き
る
こ
と
」

の
問
い
方
』（
日
本
経
済
評
論
社
）
が
「
北
大
文
学
部
刊
行
助
成
」
に
よ
っ
て
、

ま
た
専
門
研
究
員
の
田
村
理
著
『
人
権
論
の
光
と
影　

環
大
西
洋
革
命
期
リ

ヴ
ァ
プ
ー
ル
の
奴
隷
解
放
論
争
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
）
が
「
文
学
研
究
院
楡

文
叢
書
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
本
年
度
中
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
旧
西
洋
史
学
講
座
名
誉
教
授
で
、
ド
イ
ツ
中
世
史
が
ご
専
門
の
木

村
豊
先
生
が
、
二
〇
二
一
年
二
月
に
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や

み
を
申
し
上
げ
ま
す
。�

（
長
谷
川
貴
彦
）

〈
考
古
学
研
究
室
〉

　

二
〇
二
〇
年
度
の
考
古
学
研
究
室
の
構
成
員
は
、
教
員
三
名
、
博
士
後
期
課

程
二
名
、
修
士
課
程
二
名
、
学
部
生
一
四
名
の
計
二
一
名
で
す
。
考
古
学
研
究

室
の
新
た
な
教
員
と
し
て
、
年
代
測
定
や
同
位
体
分
析
が
専
門
の
國
木
田
大
先
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生
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
に
導
入
し
た
「
考
古
調
査

士
」
の
資
格
課
程
の
運
営
を
担
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
研
究
室
の
学
際
化

に
も
大
い
に
貢
献
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
学
院
化
に
よ
っ
て

動
物
考
古
学
や
考
古
科
学
の
専
門
分
野
が
強
化
さ
れ
、
研
究
室
の
特
徴
が
よ
り

明
確
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
影
響
は
大
学
院
生
の
質
や
数
に
も
反
映

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
情
報
発
信
の
た
め
研
究
室
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
も
開
始
し
ま
し
た
（@

hokudaikouko

）。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
が
、
昨
年
大

幅
に
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
豊
浦
町
礼
文
華
遺
跡
発
掘
調
査
（
第

十
回
）
は
、
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
な
ん
と
か
通
常
規
模
で
の
実
施
に
こ
ぎ
つ

け
ま
し
た
（
二
〇
二
一
年
八
月
二
三
日
～
九
月
三
日
）。
二
年
続
け
て
野
外
実

習
が
ま
と
も
に
で
き
な
い
と
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
痛
手
で
あ
っ
た
だ
け

に
、
安
堵
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
場
所
で
行
っ
て
い
る
一
般
教
育
演
習

（
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
）、
全
学
教
育
「
フ
ィ
ー
ル
ド
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
は
中
止
と
な
り
、
現
地
説
明
会
や
礼
文
華
小
学
校
児
童
の
体
験
発
掘
な
ど

地
元
の
方
々
と
の
交
流
も
残
念
な
が
ら
す
べ
て
見
合
わ
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
実
習
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
豊
浦
町
教
育

委
員
会
・
豊
浦
町
役
場
、
お
よ
び
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
豊
浦
町
郷
土
研
究

会
・
礼
文
華
地
区
の
方
々
に
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
杉
教
授
は
、
引
き
続
き
北
海
道
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
長
を
兼

務
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鷹
山
遺
跡
群
星
糞
峠
黒
曜
石
採
掘
址
（
長
野
県
）
保
存

整
備
委
員
会
委
員
、
キ
ウ
ス
周
堤
墓
群
（
千
歳
市
）
保
存
整
備
委
員
会
委
員

長
、
垣
ノ
島
遺
跡
（
函
館
市
）
保
存
整
備
委
員
会
委
員
、
鷲
ノ
木
遺
跡
（
森

町
）
保
存
整
備
委
員
会
委
員
と
し
て
各
委
員
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
委
員
と
し

て
か
か
わ
っ
た
鷹
山
遺
跡
群
「
黒
耀
石
鉱
山
展
示
室　

星
く
そ
館
」
が
令
和
三

年
七
月
二
〇
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。「
史
跡
垣
ノ
島
遺
跡
」
の
整
備
も
完

了
し
、
令
和
三
年
七
月
二
八
日
に
一
般
公
開
を
開
始
し
ま
し
た
。
キ
ウ
ス
、
垣

ノ
島
、
鷲
ノ
木
の
各
遺
跡
は
七
月
に
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
た
「
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
の
構
成
資
産
、
関
連
資
産
で
す
。
令
和
三
年
度
北
海

道
大
学
公
開
講
座
（
全
学
企
画
）「
備
え
る
：
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
ど
う
生

き
る
か
」（
七
月
）
第
八
回
発
表
、
放
送
大
学
面
接
授
業
「
縄
文
土
器
・
土
偶
を

読
み
、
解
く
」（
六
月
）
を
担
当
し
ま
し
た
。
奄
美
大
島
・
喜
界
島
で
民
俗
誌
考

古
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
（
三
月
）。

　

高
瀬
教
授
（
二
〇
二
一
年
度
昇
任
）
は
北
海
道
出
土
の
動
物
遺
体
に
光
を
あ

て
た
科
研
費
（
基
盤
B
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
北
海
道
内

の
出
張
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
の
な
か
大
幅
な
予
定
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
教
育
面
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
と
相
互
に
訪
問
し
あ
う

共
同
授
業
（
サ
マ
ー
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
テ
ラ
イ
ト
）
も

す
べ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
入
国
時
の
規
制
は
緩
ん
で
い
ま
す
が
、

日
本
に
帰
国
し
た
際
の
自
己
隔
離
期
間
が
入
試
な
ど
重
要
行
事
に
か
さ
な
る
こ

と
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
の
入
国
も
ま
だ
「
特
段
の
事
情
」
が

あ
る
場
合
し
か
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
長
期
で
来
日
予
定
だ
っ
た
海
外
か
ら
の

研
究
者
の
受
け
入
れ
も
延
期
お
よ
び
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
国
を
ま
た
い
だ
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
共
同
研
究
に
と
っ
て
は
、
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
が
で
は
じ
め
て

い
ま
す
。

　

國
木
田
准
教
授
は
、
昨
年
度
か
ら
「
土
器
の
年
代
と
使
用
法
の
化
学
的
解
明
」

（
学
術
変
革
領
域
A
）
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

研
究
は
、「
土
器
を
掘
る
─
22
世
紀
型
考
古
資
料
学
の
構
築
と
社
会
実
装
を
め

ざ
し
た
技
術
開
発
型
研
究
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
進
め
て
お
り
、
今
後
研
究
室
の

学
生
に
も
大
き
な
刺
激
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
考
古
学
研
究
室
か
ら
は
学
部
生
四
名
が
巣
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
の

進
路
へ
と
進
み
ま
し
た
。
大
学
院
進
学
者
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
名
が

博
物
館
に
勤
務
し
ま
し
た
の
で
大
学
で
の
経
験
を
い
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
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